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鄭
風
・
子
衿
篇
の
解
釈
史
│
漢
代
か
ら
清
代
を
中
心
に
│
髙
　
崎
　
駿
　
士
一
、
は
じ
め
に
『
毛
詩
』（
以
下
、『
詩
』
と
略
称
）
鄭
風
に
収
め
ら
れ
る
子
衿
篇
は
、
古
来
、
詩
人
の
嘆
く
意
図
や
詩
篇
中
の
人
物
に
つ
い
て
、
多
様
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
る
詩
篇
で
あ
る
。
張
岩
氏
は
、
子
衿
篇
の
歴
代
解
釈
を
十
項
目
（
刺
学
校
廃
説
／
学
生
之
辞
説
／
子
産
不
毀
郷
校
説
／
思
見
故
友
説
／
淫
奔
之
詩
説
／
教
者
之
辞
説
／
朋
友
相
責
説
／
寄
衣
于
夫
説
／
情
詩
恋
歌
説
／
奔
学
従
商
説
）
に
分
類
し
、
特
に
宋
代
の
注
釈
の
派
生
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
这
里
考
察
《
子
衿
》
10
种
注
释
结
论
之
间
的
派
生
关
系
。
 ”刺
学
校
废
说
“ 
是
两
汉
四
家
《
诗
》
说
共
有
结
论
。
此
说
居
主
导
地
位
的
时
间
跨
度
约
为
十
三
个
半
世
纪
，
其
核
心
概
念
是
 ”学
校
废
“ ，
由
此
派
生
欧
阳
修
 ”学
生
之
辞
说
“ 
和
程
颐
（
戴
溪
，
钱
澄
之
，
姚
际
恒
）
 ”教
者
之
辞
说
“ 。
…
…
朱
熹
 ”淫
奔
之
诗
说
“ 
的
认
同
者
包
括
王
柏
、
辅
广
、
梁
寅
、
李
本
等
。
朱
熹
此
说
居
主
导
地
位
的
时
间
跨
度
约
为
六
个
多
世
纪
、
其
核
心
概
念
是
男
女
之
情
，
由
此
派
生
民
初
以
来
影
响
最
大
的
 ”情
诗
恋
歌
说
“ 。
此
说（
情
诗
恋
歌
）居
主
导
地
位
的
时
间
跨
度
已
近
百
年
。
／
前
面
还
提
到
，
后
人
另
立
新
说
，
是
因
为
他
们
认
为
旧
说
不
是
谜
底
。他
们
的
主
要
依
据
是
疑
难
诗
篇
的
字
面
含
义（
谜
面
）。
从
《
子
衿
》
字
面
含
义
看
，
其
中
包
含
两
个
基
本
意
象
：
一
是
离
别
之
情
，
二
是
期
待
相
见
。
南
宋
王
质
认
为
，
离
别
和
思
念
发
生
于
朋
友
间
，
提
出
 ”思
见
故
友
说
“ 。
与
王
质
同
时
的
朱
熹
则
认
为
，
离
别
和
思
念
发
生
于
男
女
间
，
提
出
 ”淫
奔
之
诗
说
“ 。（
こ
こ
で
子
衿
篇
の
十
種
の
注
釈
の
結
論
間
の
派
生
関
係
を
考
察
す
る
。「
刺
学
校
廃
説
（
学
校
が
廃
れ
る
こ
と
を
刺
る
の
説
）」
は
両
漢
の
四
家
の
詩
説
が
共
有
す
る
結
論
で
あ
る
。
こ
の
説
が
主
導
的
な
地
位
を
占
め
た
期
間
は
お
よ
そ
十
三
世
紀
半
に
及
び
、
そ
の
核
心
と
な
る
概
念
は
「
学
校
の
廃
る
」
で
、
こ
こ
か
ら
歐
陽
脩
の
「
学
生
之
辞
説
（
学
生
の
こ
と
ば
の
説
）」
集
刊
東
洋
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と
程
頤
（
戴
渓
、
銭
澄
之
、
姚
際
恒
）
の
「
教
者
之
辞
説
（
教
え
る
も
の
の
こ
と
ば
の
説
）」
が
派
生
す
る
。
…
…
朱
熹
の
「
淫
奔
之
詩
説
（
淫
奔
の
詩
の
説
）」
の
同
意
者
は
王
柏
、
輔
広
、
梁
寅
、
李
本
等
を
含
む
。
朱
熹
の
こ
の
説
が
主
導
的
な
地
位
を
占
め
た
期
間
は
お
よ
そ
六
世
紀
あ
ま
り
に
及
び
、
そ
の
核
心
と
な
る
概
念
は
男
女
の
情
で
、
こ
こ
か
ら
民
国
初
め
以
降
の
影
響
が
最
も
大
き
い
「
情
詩
恋
歌
説
（
恋
愛
詩
・
恋
歌
の
説
）」
が
派
生
す
る
。
こ
の
「
情
詩
恋
歌
説
」
が
主
導
的
な
地
位
を
占
め
た
期
間
は
す
で
に
百
年
近
く
に
及
ぶ
。
／
前
述
の
よ
う
に
、
後
人
が
新
説
を
別
に
立
て
た
の
は
、
彼
ら
が
旧
説
は
謎
々
の
答
え
で
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
が
主
に
依
拠
し
た
の
は
難
解
な
詩
篇
の
字
面
の
意
味
（
謎
々
そ
れ
自
体
）
で
あ
る
。
子
衿
篇
の
字
面
の
意
味
か
ら
み
て
、
そ
の
中
に
は
二
つ
の
基
本
的
イ
メ
ー
ジ
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。一
つ
は
離
別
の
情
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
邂
逅
へ
の
期
待
で
あ
る
。
南
宋
の
王
質
は
、
離
別
と
思
念
は
友
人
間
に
生
じ
る
と
考
え
、「
思
見
故
友
説
（
旧
友
に
会
う
こ
と
を
思
う
の
説
）」
を
示
し
た
。
王
質
と
同
時
期
の
朱
熹
は
、
離
別
と
思
念
は
男
女
間
に
生
じ
る
と
考
え
、「
淫
奔
之
詩
説
（
淫
奔
の
詩
の
説
）」
を
示
し
た）1
（
。）
張
岩
氏
は
、
① 
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
」
か
ら
、
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
│
一
〇
七
二
）
の
「
学
生
之
辞
説
」
と
程
頤
（
一
〇
三
三
│
一
一
〇
七
）
ら
の
「
教
者
之
辞
説
」
が
派
生
す
る
こ
と
、② 
朱
熹
（
一
一
三
〇
│
一
二
〇
〇
）
の
「
淫
奔
之
詩
説
」
は
、
王
柏
（
一
一
九
七
│
一
二
七
四
）、
輔
広
（
生
卒
年
不
詳
、
十
二
世
紀
）、
梁
寅
（
一
三
〇
三
│
一
三
八
九
）、
李
本
（
一
四
八
五
│
一
五
六
三
）
ら
に
支
持
さ
れ
、
近
年
の
『
詩
』
を
恋
愛
詩
と
し
て
捉
え
る
流
れ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
③ 
朱
熹
と
王
質
（
一
一
二
七
│
一
一
八
八
）
の
子
衿
篇
解
釈
の
違
い
は
、
子
衿
篇
に
内
包
さ
れ
る
「
离
别
之
情
」
と
「
期
待
相
见
」
の
二
つ
の
基
本
的
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
張
岩
氏
の
指
摘
す
る
①
の
欧
陽
脩
と
程
頤
の
解
釈
が
、
同
じ
毛
序
か
ら
派
生
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
異
な
る
解
釈
に
至
っ
た
理
由
や
、
③
の
朱
熹
と
王
質
の
解
釈
を
「
离
别
之
情
」
と
「
期
待
相
见
」
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
し
て
も
、
他
の
解
釈
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
本
稿
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
漢
代
か
ら
清
代
へ
の
展
開
に
関
わ
る
子
衿
篇
の
注
釈
に
限
定
し
、
諸
注
釈
の
特
徴
と
注
釈
間
の
影
響
関
係
を
時
代
ご
と
に
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
は
、
元
明
代
の
注
釈
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
宋
代
か
ら
清
代
へ
の
変
遷
に
お
け
る
、
元
明
代
の
注
釈
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
二
、
漢
・
唐
代
の
解
釈
子
衿
篇
の
毛
序
は
、「
子
衿
、
刺
學
校
廢
也
。
亂
世
則
學
校
不
脩
83 鄭風・子衿篇の解釈史（髙崎）
焉
（
子
衿
篇
は
、
学
校
が
廃
れ
る
こ
と
を
刺
る
も
の
で
あ
る
。
乱
世
な
の
で
学
校
は
修
ま
ら
な
い）2
（
）」
と
、
乱
世
と
「
学
校
」
が
修
ま
ら
な
い
状
況
と
を
関
連
付
け
る
。
毛
序
の
い
う
「
学
校
」
と
は
、
鄭
箋
に
「
鄭
國
謂
學
爲
校
、言
可
以
校
正
道
藝
（
鄭
国
は
「
学
」
を
「
校
」
と
い
い
、
学
問
や
技
芸
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
言
う
）」
と
、
「
道
芸
」
を
「
校
正
」
す
る
場
所
だ
と
注
さ
れ
、『
正
義
』
に
は
「
言
學
校
廢
者
、
謂
鄭
國
之
人
廢
於
學
問
耳
、
非
謂
廢
毁
學
宮
也
（「
学
校
の
廃
る
」
と
言
う
の
は
、
鄭
国
の
人
が
学
問
を
廃
れ
さ
せ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
宮
を
破
壊
し
た
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
）」
と
、「
学
校
の
廃
る
」
と
は
「
学
宮
」
で
は
な
く
「
学
問
」
が
廃
れ
た
こ
と
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。
鄭
箋
、『
正
義
』
と
も
に
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
」
を
「
学
問
の
廃
る
」
意
に
解
す
る
。
続
い
て
、
子
衿
篇
の
本
文
と
毛
伝
、
鄭
箋
を
確
認
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
毛
伝
と
鄭
箋
の
解
釈
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
本
文
は
書
き
下
し
の
み
挙
げ
る
。
ま
た
、
論
述
の
都
合
上
、
十
三
経
注
疏
本
に
拠
っ
て
、
毛
伝
鄭
箋
の
附
さ
れ
る
位
置
を
⑴
か
ら
⑹
に
示
す
。
靑
靑
子
衿
、
悠
悠
我
心
。
⑴　
縱
我
不
往
、
子
寧
不
嗣
音
。
⑵
靑
靑
子
佩
、
悠
悠
我
思
。
⑶　
縱
我
不
往
、
子
寧
不
來
。
⑷
挑
兮
達
兮
、
在
城
闕
兮
。
⑸　
一
日
不
見
、
如
三
月
兮
。
⑹
青
青
た
る
子
が
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
。
縦
い
我
れ
往
か
ざ
る
も
、
子
寧
ぞ
音
を
嗣
が
ざ
る
。
／
青
青
た
る
子
が
佩
、
悠
悠
た
る
我
が
思
い
。
縦
い
我
れ
往
か
ざ
る
も
、子
寧
ぞ
来
た
ら
ざ
る
。
／
挑
た
り
達
た
り
、
城
闕
に
在
り
。
一
日
見
ざ
れ
ば
、
三
月
の
如
し
。
⑴【
傳
】
靑
衿
、
靑
領
也
、
學
子
之
所
服
。（
青
衿
は
、
青
い
衿
の
衣
で
、学
生
が
着
る
も
の
で
あ
る
。）【
箋
】
學
子
而
俱
在
學
校
之
中
、
己
留
彼
去
。
故
隨
而
思
之
耳
。
禮
父
母
在
、
衣
純
以
靑
。（
学
生
で
共
に
学
校
に
お
り
、自
分
は
留
ま
る
が
相
手
は
去
る
。故
に
追
っ
て
（
相
手
を
）
思
う
の
で
あ
る
。
礼
で
は
父
母
が
い
れ
ば
、
衣
の
襟
に
は
青
色
を
用
い
る
。）
⑵【
傳
】
嗣
、習
也
。
古
者
敎
以
詩
樂
、誦
之
歌
之
、弦
之
舞
之
。（
嗣
は
、
習
う
で
あ
る
。
古
え
は
詩
楽
を
用
い
て
教
え
、
こ
れ
を
諳
ん
じ
歌
い
、
爪
弾
き
舞
う
。）【
箋
】
嗣
、
續
也
。
女
曾
不
傳
聲
問
我
、
以
恩
責
其
忘
己
。（
嗣
は
、
続
く
で
あ
る
。
君
は
か
つ
て
音
信
を
私
に
伝
え
る
こ
と
が
な
く
、
恩
情
に
よ
っ
て
私
を
忘
れ
た
こ
と
を
責
め
る
。） 
⑶【
傳
】
佩
、
佩
玉
也
。
士
佩
瓀
珉
而
靑
組
綬
。（
佩
は
、
佩
玉
で
あ
る
。
士
は
瓀
瑉
を
佩
び
て
組
紐
を
青
に
す
る
。）
⑷【
傳
】
不
來
者
、
言
不
一
來
也
。（
来
た
ら
ず
と
は
、
一
度
も
来
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。）
⑸【
傳
】
挑
達
、
往
來
相
見
貌
。
乘
城
而
見
闕
。（
挑
達
は
、
往
来
し
て
相
手
を
見
る
さ
ま
で
あ
る
。
高
台
に
登
り
城
門
を
眺
め
る
。）
【
箋
】
國
亂
人
廢
學
業
、但
好
登
高
見
於
城
闕
、以
候
望
爲
樂
。（
国
が
乱
れ
て
人
は
学
業
を
廃
れ
さ
せ
、
た
だ
登
高
し
て
城
門
か
ら
眺
84
め
る
こ
と
を
好
み
、
観
察
す
る
こ
と
を
楽
し
み
と
す
る
。）
⑹【
傳
】
言
禮
樂
不
可
一
日
而
廢
。（
礼
楽
は
一
日
も
廃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。）【
箋
】
君
子
之
學
、
以
文
會
友
、
以
友
輔
仁
、
獨
學
而
無
友
、則
孤
陋
而
寡
聞
。
故
思
之
甚
。（
君
子
の
学
は
、（『
論
語
』
顔
淵
篇
に
）「
文
を
以
て
友
を
会
し
、
友
を
以
て
仁
を
輔
く
」
と
あ
り
、（『
禮
記
』
学
記
篇
に
）「
独
り
学
び
て
友
無
け
れ
ば
、
則
ち
孤
陋
に
し
て
寡
聞
な
り
」
と
あ
る
。
故
に
（
友
へ
の
）
思
い
が
甚
だ
し
い
。）
子
衿
篇
に
附
さ
れ
た
毛
伝
と
鄭
箋
は
、
と
も
に
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
」
に
関
連
す
る
解
釈
を
提
示
す
る
が
、
人
物
想
定
や
語
句
の
解
釈
に
違
い
が
あ
る
。
詩
篇
中
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
⑴
に
て
、
毛
伝
は
「
子
」
を
学
生
と
す
る
が
、「
我
」
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
。
一
方
、
鄭
箋
は
「
我
」
と
「
子
」
を
と
も
に
学
生
と
し
、「
我
」
は
「
学
校
」
に
留
ま
り
「
子
」
は
去
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
人
物
想
定
に
伴
い
、
第
一
章
四
句
目
「
子
寧
不
嗣
音
」
は
、
⑵
に
て
、
毛
伝
は
「
子
」
が
「
詩
楽
」を
学
び
に
来
な
い
こ
と
を
嘆
く「
我
」の
こ
と
ば
と
す
る
が
、
鄭
箋
は
「
子
」
か
ら
の
「
音
問
」
が
無
い
こ
と
を
嘆
く
「
我
」
の
こ
と
ば
と
解
釈
し
、「
我
」
の
嘆
き
の
中
身
が
異
な
る
。
毛
伝
と
鄭
箋
の
違
い
は
、『
正
義
』に
お
い
て「
鄭
唯
下
句
爲
異（
鄭
箋
は
た
だ
下
句
の
み
異
な
る
）」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、『
正
義
』
は
「
經
三
章
、
皆
陳
留
者
責
去
者
之
辭
也
（
経
文
の
三
章
、
す
べ
て
留
ま
る
者
が
去
る
者
を
責
め
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
ば
で
あ
る
）」
と
、
鄭
箋
に
拠
る
。
以
上
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
が
、
毛
伝
、
鄭
箋
、『
正
義
』
で
共
通
の
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
つ
つ
、子
衿
篇
本
文
の
解
釈
は
、
毛
伝
と
鄭
箋
と
で
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
節
で
は
、
毛
伝
と
鄭
箋
の
違
い
が
続
く
宋
代
に
与
え
た
影
響
を
考
え
つ
つ
、
整
理
す
る
。
三
、
宋
代
の
解
釈
三
ー
一
、
宋
代
の
毛
序
に
拠
る
解
釈
│
毛
伝
か
ら
の
派
生
毛
伝
は
、「
子
」
を
学
生
と
し
、「
古
は
教
う
る
に
詩
楽
を
以
て
す
」、
「
言
う
こ
こ
ろ
は
礼
楽
一
日
と
し
て
廃
す
べ
か
ら
ず
」
と
、
古
の
教
育
に
「
詩
楽
」
が
用
い
ら
れ
、「
礼
楽
」
を
廃
し
て
は
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
。
こ
の
毛
伝
に
拠
る
解
釈
は
、
北
宋
の
王
安
石
（
一
〇
二
一
│
一
〇
八
六
）
に
み
え
る
。
王
氏
曰
、
世
之
亂
、
生
於
上
之
人
不
學
、
莫
知
反
本
以
救
之
、
顧
顛
沛
於
末
流
、
以
紓
目
前
之
患
、
而
以
學
爲
不
切
於
世
務
。
此
學
校
所
以
廢
也
。
…
…
嗣
音
、
王
氏
亦
謂
、
嗣
弦
歌
之
聲
。
三
年
不
爲
樂
、樂
必
崩
。
故
嗣
音
不
可
忘
也
。（
王
氏
が
言
う
に
、
「
世
の
乱
れ
は
、
上
の
人
が
学
ば
ず
、
根
本
に
立
ち
返
っ
て
こ
れ
を
救
う
術
を
知
ら
ず
に
、
た
だ
末
の
世
に
つ
ま
ず
き
、
眼
前
の
憂
い
を
取
り
除
い
て
、
学
業
が
時
代
の
情
勢
に
そ
ぐ
わ
な
い
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と
す
る
こ
と
よ
り
生
じ
る
。
こ
れ
が
学
校
の
廃
れ
た
理
由
で
あ
る
」
と
。
…
…
「
嗣
音
」
は
、
王
氏
も
亦
た
、「
弦
歌
の
声
を
嗣
ぐ
」
と
言
っ
て
い
る
。
三
年
の
間
「
楽
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
「
楽
」
は
必
ず
崩
壊
す
る
。
故
に
「
音
」
を
「
嗣
」
い
で
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
の
で
あ
る
。）〔『
詩
義
鉤
沈
』
巻
第
四）3
（
〕
王
安
石
は
、「
世
の
乱
れ
」
が
生
じ
る
過
程
か
ら
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
」の
理
由
を
説
明
す
る
。
特
に
、「
上
の
人
の
学
ば
ず
」、「
学
を
以
て
世
務
に
切
せ
ず
と
為
す
」と
、統
治
す
る
側
の「
上
の
人
」が
、
「
学
」
が
「
世
務
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
王
安
石
の
批
判
は
「
学
校
」
を
「
廃
」
れ
さ
せ
た
「
世
の
乱
」
に
向
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
音
を
嗣
ぎ
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
、「
我
」
が
「
楽
」
の
継
承
を
求
め
て
い
る
と
し
て
、
毛
伝
を
襲
う
。
同
時
期
の
程
頤
（
一
〇
三
三
│
一
一
〇
七
）
も
ま
た
、
毛
伝
の
指
摘
す
る
「
学
校
」
と
「
礼
楽
」
の
衰
退
に
着
目
し
て
い
う
。
世
亂
學
校
不
修
、
學
者
棄
業
、
賢
者
念
之
而
悲
傷
。
…
…
子
寧
不
思
其
所
學
而
繼
其
音
問
。
…
…
及
夫
亂
世
、上
不
復
主
其
敎
、
則
無
以
率
之
、
風
俗
雜
亂
浮
偸
。
…
…
故
人
莫
不
肆
情
廢
惰
、
爲
自
棄
之
人
。
雖
有
賢
者
欲
强
之
於
學
、
亦
豈
能
也
。
故
悲
傷
之
而
已
。（
世
の
中
が
乱
れ
て
学
校
が
修
ま
ら
ず
、
学
ぶ
者
は
学
業
を
捨
て
、賢
者
は
そ
の
こ
と
を
思
い
悲
傷
す
る
。…
…「
子
」
は
ど
う
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
そ
の
こ
と
ば
を
継
が
な
い
の
か
。
…
…
乱
世
に
な
り
、
お
上
が
も
は
や
そ
の
教
化
を
主
導
し
な
く
な
る
と
、
統
率
す
る
す
べ
が
無
く
な
り
、
世
の
気
風
が
無
秩
序
で
怠
惰
に
な
る
。
…
…
故
に
人
は
感
情
の
赴
く
ま
ま
怠
惰
で
、
自
暴
自
棄
な
人
と
な
ら
な
い
も
の
は
い
な
い
。
賢
者
が
学
業
を
強
い
よ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。
故
に
悲
傷
す
る
の
で
あ
る
。）〔『
二
程
全
書
』
巻
四
十
八）4
（
〕
程
頤
は
、世
が
乱
れ
て
「
学
校
」
が
修
ま
ら
ず
、「
学
ぶ
者
」（「
子
」）
が
「
業
」
を
捨
て
、「
賢
者
」（「
我
」）
の
「
悲
傷
」
す
る
こ
と
ば
が
詠
わ
れ
る
と
す
る
。
詠
い
手
で
あ
る
「
賢
者
」
の
嘆
き
は
、「
子
寧
ぞ
其
の
学
ぶ
所
を
思
い
て
其
の
音
問
を
継
が
ざ
ら
ん
」
と
、「
学
」
の
継
承
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
彼
の
ま
な
ざ
し
は
、「
乱
世
」
に
お
い
て
「
上
」
が
「
教
え
」
を
主
導
し
な
く
な
り
、「
風
俗
」
が
「
雑
乱
し
浮
偸
」
し
た
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
。
程
頤
は
、
礼
楽
の
衰
退
を
嘆
く
「
我
」
を
「
賢
者
」
と
想
定
す
る
点
で
、「
我
」
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
毛
伝
や
王
安
石
よ
り
具
体
的
で
あ
る）5
（
。「
賢
者
」の
提
示
は
、
南
宋
の
厳
粲
（
生
卒
年
不
詳
、
十
二
世
紀
）
に
も
み
え
る
。
學
校
興
者
、
治
之
象
也
。
學
校
廢
者
、
亂
之
證
也
。
…
…
鄭
以
國
亂
、
學
校
不
脩
、
生
徒
解
散
、
賢
者
憂
之
。
言
汝
學
子
服
靑
靑
之
衿
領
、
宜
會
聚
於
學
校
以
講
習
、
今
散
而
何
所
之
乎
。
使
我
心
悠
悠
然
深
長
思
之
。
縱
我
不
往
見
汝
、
汝
寧
不
繼
聲
以
問
我
乎
。
言
此
者
、
以
學
校
廢
而
朋
徒
解
散
、
不
相
聞
知
、
見
時
之
亂
也
。非
要
其
來
見
而
責
望
之
也
。（
学
校
が
興
る
の
は
、「
治
」
の
現
れ
で
あ
る
。
学
校
が
廃
れ
る
の
は
、「
乱
」の
証
拠
で
あ
る
。
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…
…
鄭
箋
は
い
う
、
国
が
乱
れ
、
学
校
が
修
ま
ら
ず
、
生
徒
が
離
散
し
て
、
賢
者
は
そ
の
こ
と
を
憂
え
た
、
と
。
言
っ
て
い
る
の
は
、「
汝
ら
学
生
は
青
い
衿
の
衣
を
着
て
、
学
校
に
集
い
学
ぶ
べ
き
な
の
に
、
今
散
り
散
り
に
な
り
ど
こ
に
行
く
の
か
。
私
の
心
を
悠
悠
と
深
く
物
思
い
に
ふ
け
ら
せ
る
。
た
と
え
私
が
汝
ら
に
会
い
に
行
か
ず
と
も
、
汝
ら
は
ど
う
し
て
『
継
声
』
し
て
私
を
た
ず
ね
な
い
の
か
」。
こ
う
言
う
の
は
、
学
校
が
廃
れ
学
友
が
分
散
し
、
互
い
に
聞
き
知
ら
ず
、
時
世
の
乱
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
（
学
友
）
が
会
い
に
来
る
こ
と
を
求
め
て
責
め
恨
む
の
で
は
な
い
の
だ
。）〔『
詩
緝
』
巻
八）6
（
〕
厳
粲
は
、「
学
校
」
の
衰
退
を
「
国
」
の
「
乱
れ
」
の
証
拠
と
し
、
子
衿
篇
に
は
「
学
校
」
の
衰
退
と
「
朋
徒
」
の
離
散
に
対
す
る
「
賢
者
」
の
嘆
き
が
詠
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、「
賢
者
」
の
嘆
き
は
、
「
時
の
乱
」
を
「
見
」
て
詠
わ
れ
た
と
す
る
た
め
に
、「
来
見
」
を
「
要
」
め
て
「
責
望
」
す
る
の
で
は
な
い
と
し
て
、
鄭
箋
の
「
恩
を
以
て
其
の
己
を
忘
る
る
を
責
む
」
を
暗
に
的
外
れ
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
戴
溪
（
生
卒
年
不
詳
、
十
二
世
紀
）
は
、「
賢
者
」
と
類
似
す
る
「
教
者
」
の
視
点
を
提
示
す
る
。
子
衿
、
敎
者
勤
而
學
者
怠
、
述
敎
者
之
辭
也
。「
禮
聞
來
學
、
不
聞
往
敎
」、故
學
者
來
而
敎
者
不
往
。靑
衿
之
子
不
至
于
學
校
、
敎
者
懷
思
悠
悠
在
心
。
縱
敎
者
義
不
當
往
、
學
者
不
當
來
、
且
不
相
聞
乎
。
…
…
「
一
日
不
見
、如
三
月
兮
」、敎
者
思
之
至
也
。
（
子
衿
篇
は
、
教
え
る
者
が
勤
勉
だ
が
学
ぶ
者
が
怠
慢
で
、
教
え
る
者
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。「
礼
は
来
学
を
聞
け
ど
も
、往
教
を
聞
か
ず
」（『
禮
記
』
曲
礼
篇
）
で
あ
る
か
ら
、
学
ぶ
者
が
来
て
教
え
る
者
は
行
か
な
い
。（
と
こ
ろ
が
）
青
衿
の
子
は
学
校
に
や
っ
て
来
ず
、
教
え
る
者
は
心
中
憂
い
に
し
ず
む
。
た
と
え
教
え
る
者
は
義
と
し
て
行
く
べ
き
で
な
く
、
学
ぶ
者
は
来
る
は
ず
が
な
く
と
も
、
ど
う
し
て
や
り
取
り
を
し
な
い
の
か
。
…
…
「
一
日
見
ざ
れ
ば
、
三
月
の
如
し
」
と
は
、
教
え
る
者
が
思
い
き
わ
ま
る
の
で
あ
る
。）〔『
續
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
巻
一）7
（
〕
戴
溪
は
、「
教
う
る
者
勤
め
て
学
ぶ
者
怠
り
、
教
う
る
者
の
辞
を
述
ぶ
る
な
り
」
と
、「
学
ぶ
者
」
の
怠
慢
さ
か
ら
「
教
う
る
者
」
の
こ
と
ば
が
詠
わ
れ
る
と
す
る
。「
縱
い
教
う
る
者 
義
と
し
て
当
に
往
く
べ
か
ら
ず
、
学
ぶ
者 
当
に
来
る
べ
か
ら
ざ
る
と
も
、
且
つ
相
い
聞
こ
え
ざ
ら
ん
や
」
と
い
う
よ
う
に
、「
教
う
る
者
」
と
「
学
ぶ
者
」
が
往
来
で
き
な
く
と
も
、
や
り
取
り
を
望
む
こ
と
ば
で
あ
る
。
戴
溪
は
『
禮
記
』
に
拠
っ
て
、
子
衿
篇
を
「
教
う
る
者
」
の
「
辞
」
と
す
る
。「
教
う
る
者
」
が
学
校
の
衰
退
を
嘆
く
こ
と
ば
で
あ
る
か
ら
、
程
頤
ら
の
「
賢
者
」
の
「
念
」
と
す
る
解
釈
と
類
似
す
る
。
袁
燮
（
一
一
四
四
│
一
二
二
四
）
も
ま
た
、「
学
校
」
が
人
々
の
感
化
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
教
育
の
必
要
性
を
訴
え
る
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
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臣
聞
、
人
生
天
地
閒
、
所
以
異
於
群
物
者
、
以
知
有
義
理
而
已
。
…
…
然
無
以
講
明
之
、
則
終
日
昏
昏
、
淪
於
惡
習
、
與
蠢
然
無
識
者
殆
無
以
異
。
所
謂
「
飽
食
暖
衣
、
逸
居
而
無
敎
、
則
近
於
禽
獸
」。
古
人
病
其
然
、「
設
爲
庠
序
學
校
」、
漸
摩
陶
冶
、
使
人
心
曉
然
、
皆
知
義
理
之
可
貴
。
…
…
嗚
呼
、
是
豈
可
一
日
廢
乎
。（
私
が
聞
く
に
、
人
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
る
も
、
群
物
と
異
な
る
の
は
、「
義
理
」
が
有
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
…
…
だ
が
こ
れ
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
日
中
昏
昏
と
し
て
（
物
事
の
理
に
暗
く
）、
悪
習
に
な
ず
み
、
蠢
然
と
し
て
（
お
ろ
か
で
）「
識
」
の
無
い
者
と
殆
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
い
。（『
孟
子
』
滕
文
公
篇
の
）
所
謂
る
「
飽
食
暖
衣
、
逸
居
し
て
教
え
無
け
れ
ば
、
則
ち
禽
獣
に
近
し
」
で
あ
る
。
古
人
は
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
憂
え
、「
庠
序
・
学
校
を
造
設
」
し
、
感
化
し
陶
冶
し
て
、
人
心
を
曉
然
と
（
明
ら
か
に
）
し
、
す
べ
て
「
義
理
」
の
貴
ぶ
べ
き
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
…
…
あ
あ
、
ど
う
し
て
一
日
で
も
廃
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。）〔『
絜
齋
毛
詩
經
筵
講
義
』
巻
四）8
（
〕
袁
燮
は
、『
孟
子
』
を
引
用
し
て
「
教
え
」
の
必
要
性
を
説
き
、
古
人
が
「
学
校
」
を
建
造
し
、
人
々
を
教
化
し
た
と
考
え
る
。
最
後
に
は
、「
是
れ
豈
に
一
日
も
廃
す
べ
き
か
」
と
、
毛
伝
の
「
礼
楽
は
一
日
も
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
」
に
拠
る
。
袁
燮
は
、
詩
篇
中
の
人
物
に
つ
い
て
、「
我
」
を
「
賢
者
」
と
す
る
程
頤
や
「
教
え
る
者
」
と
す
る
戴
溪
と
は
違
っ
て
、
具
体
的
な
人
物
を
明
示
し
な
い
が
、「
学
校
が
廃
」
れ
、「
教
え
」
が
「
人
」
に
行
き
届
か
な
く
な
る
こ
と
へ
の
嘆
き
を
詠
う
と
す
る
点
で
、
毛
伝
に
類
似
す
る
。
以
上
、
王
安
石
、
程
頤
、
厳
粲
、
戴
溪
、
袁
燮
は
、「
賢
者
」
や
「
教
者
」
の
立
場
か
ら
、
子
衿
篇
に
は
「
学
問
」
の
衰
退
を
嘆
く
こ
と
ば
が
詠
わ
れ
る
と
解
釈
し
て
お
り
、
毛
伝
の
「
古
は
教
う
る
に
詩
楽
を
以
て
す
」
か
ら
の
派
生
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
三
ー
二
、
宋
代
の
毛
序
に
拠
る
解
釈
│
鄭
箋
か
ら
の
派
生
鄭
箋
は
、「
学
子
に
し
て
俱
に
学
校
の
中
に
在
り
、
己
れ
留
ま
り
彼
れ
去
り
、
故
に
隨
い
て
之
を
思
う
」、「
女
曾
て
声
問
を
我
に
伝
え
ず
、
恩
を
以
て
其
の
己
を
忘
る
る
を
責
む
」
と
、「
子
」
か
ら
の
「
音
問
」
が
無
い
こ
と
を
嘆
く
「
学
子
」
の
思
い
が
詠
わ
れ
る
と
す
る
。
鄭
箋
に
拠
る
解
釈
は
、
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
│
一
〇
七
二
）
に
み
え
る
。
論
曰
、
子
衿
據
序
、
但
刺
鄭
人
學
校
不
脩
爾
。
鄭
以
「
學
子
在
學
中
」、
有
留
者
有
去
者
。
毛
又
以
嗣
爲
習
、
謂
習
詩
樂
、
又
以
「
一
日
不
見
、
如
三
月
」、
謂
「
禮
樂
不
可
一
日
而
廢
」。
苟
如
其
說
、
則
學
校
脩
而
不
廢
。
其
有
去
者
猶
有
居
者
、
則
勸
其
來
學
。
然
則
詩
人
復
何
所
刺
哉
。
鄭
謂「
子
寧
不
嗣
音
」爲「
責
其
忘
己
」、
則
是
矣
。
據
詩
三
章
、
皆
是
學
校
廢
而
生
徒
分
散
、
朋
友
不
復
群
居
、
不
相
見
而
思
之
辭
爾
。（
論
じ
て
言
う
、
子
88
衿
篇
は
毛
序
に
拠
れ
ば
、
鄭
人
の
学
校
が
修
ま
ら
な
い
こ
と
を
刺
る
だ
け
だ
。
鄭
箋
は
「
学
子 
学
中
に
在
り
」
と
、
留
ま
る
者
と
去
る
者
が
い
る
と
す
る
。
毛
伝
は
ま
た
「
嗣
」
を
「
習
」
と
し
、
詩
楽
を
習
う
と
言
い
、
さ
ら
に
「
一
日
見
ざ
れ
ば
、
三
月
の
如
し
」
を
、「
礼
楽
は
一
日
と
し
て
廃
す
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
。
も
し
こ
の
説
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
学
校
は
修
ま
り
廃
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
去
る
者
が
い
て
も
な
お
留
ま
る
者
が
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
（
去
る
者
の
）
来
学
を
勧
め
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
詩
人
は
も
は
や
何
を
刺
る
の
か
。
鄭
箋
が
「
子
寧
ぞ
音
を
嗣
が
ざ
る
」
を
「
其
の
己
を
忘
る
る
を
責
む
」
と
考
え
る
の
が
、
正
し
い
。
詩
の
三
章
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
こ
れ
は
学
校
が
廃
れ
て
生
徒
が
分
散
し
、
学
友
た
ち
は
も
は
や
同
居
せ
ず
、
会
え
ず
に
懐
か
し
が
る
言
葉
で
あ
る
。）〔『
詩
本
義
』
巻
四）9
（
〕
欧
陽
脩
は
、
鄭
箋
の
「
学
子 
学
中
に
在
り
」
に
拠
っ
て
、
毛
伝
の
「
詩
楽
を
習
う
」
と
「
礼
楽
一
日
と
し
て
廃
す
べ
か
ら
ず
」
の
二
点
を
批
判
し
、「
苟
し
く
も
其
の
説
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
学
校
修
ま
り
て
廃
れ
ず
。
其
の
去
る
者
有
る
も
猶
お
居
る
者
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
来
学
を
勧
む
」
と
、「
学
校
」
が
修
ま
っ
て
廃
れ
て
お
ら
ず
、「
学
校
」
に
ま
だ
留
ま
る
者
が
い
る
の
で
、
来
学
を
勧
め
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
想
定
か
ら
、
欧
陽
脩
は
、
鄭
箋
の
「
其
の
己
を
忘
る
る
を
責
む
」
に
拠
っ
て
、「
学
校
が
廃
れ
て
生
徒
分
散
し
、
朋
友
復
た
群
居
せ
ず
、
相
見
え
ず
し
て
之
を
思
う
辞
」
と
、
再
会
で
き
な
い
「
朋
友
」
を
思
う
こ
と
ば
と
解
釈
す
る
。 
蘇
轍
（
一
〇
三
九
│
一
一
一
二
）
の
『
詩
集
傳
』
巻
四）10
（
も
ま
た
、
鄭
箋
に
拠
る
。「
學
校
不
修
、
則
有
去
者
有
留
者
、
而
莫
之
禁
。
故
留
者
念
其
去
者
而
責
之
曰
、「
我
雖
不
往
見
子
、
子
曷
爲
不
傳
聲
問
我
乎
」（
学
校
が
修
ま
ら
な
い
の
で
、去
る
者
と
留
ま
る
者
が
い
る
が
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
す
べ
が
な
い
。
故
に
留
ま
る
者
は
そ
の
去
る
者
を
思
っ
て
相
手
を
責
め
て
、「
私
が
あ
な
た
に
会
い
に
行
か
な
く
と
も
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
音
信
を
私
に
伝
え
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
言
う
）」
と
、「
学
校
」
に
「
留
ま
る
者
」（「
我
」）
が
、「
去
る
者
」（「
子
」）
に
対
し
て
、
音
信
を
求
め
て
責
め
る
こ
と
ば
と
解
釈
す
る
。
范
處
義
（
生
卒
年
不
詳
、
十
二
世
紀
）
は
、「
学
校
」
に
「
留
ま
る
者
」
の
視
点
に
類
似
す
る
「
学
ぶ
者
」
の
視
点
を
提
示
す
る
。
學
校
雖
廢
、
而
學
者
相
與
切
磋
之
意
、
未
嘗
廢
也
。
故
此
詩
終
始
皆
學
者
思
遊
從
之
樂
。
世
亂
如
此
而
道
義
不
忘
。
誰
謂
人
之
性
惡
哉
。
…
…
詩
人
思
其
人
而
不
得
見
、
至
思
其
衿
佩
、
思
之
至
也
。
…
…
我
思
之
至
、
以
近
爲
遠
、
一
日
如
三
月
也
。
學
子
往
來
於
城
闕
、
思
之
者
、
不
可
得
見
。
以
明
學
校
不
修
、
學
子
旣
無
所
歸
宿
、
故
亦
無
相
見
之
所
、
此
之
謂
學
校
廢
。（
学
校
が
廃
れ
て
も
、
学
ぶ
者
が
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
思
い
は
、
未
だ
か
つ
て
廃
れ
て
い
な
い
。
故
に
こ
の
詩
は
終
始
す
べ
て
学
ぶ
者
が
交
友
の
楽
し
み
を
思
う
も
の
で
あ
る
。
世
が
か
く
も
乱
れ
て
も
道
義
は
忘
れ
な
い
。
誰
が
人
の
本
性
を
悪
だ
と
言
う
だ
ろ
う
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か
。
…
…
詩
人
は
そ
の
人
（
去
る
者
）
を
思
う
も
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
の
衿
佩
を
思
う
に
至
っ
て
、
思
い
が
極
ま
る
の
で
あ
る
。
…
…
私
の
思
い
が
極
ま
り
、
近
い
の
も
遠
い
と
し
て
、
一
日
は
三
月
の
よ
う
で
あ
る
。
学
ぶ
者
は
「
城
闕
」
を
往
来
し
（
遊
び
ほ
う
け
）、
思
慕
す
る
者
は
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
し
て
学
校
が
修
ま
ら
ず
、
学
ぶ
者
は
落
ち
着
く
場
所
が
無
く
な
り
、
故
に
ま
た
会
う
場
所
も
無
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
「
学
校
の
廃
る
」
と
言
う
。）〔『
詩
補
傳
』
巻
七）11
（
〕
范
處
義
は
、「
学
校
」
が
「
廃
」
れ
て
も
「
学
ぶ
者
」
の
「
切
磋
の
意
」
は
「
廃
」
れ
て
お
ら
ず
、
詩
は
「
遊
従
の
楽
し
み
」
を
思
う
も
の
だ
と
す
る
。
た
だ
し
、「
学
校
修
ま
ら
ず
、
学
子
既
に
帰
宿
す
る
所
無
く
、故
に
亦
た
相
見
の
所
無
き
を
明
ら
か
に
す
」
と
、「
学
校
」
が
廃
れ
て
会
う
場
所
が
無
く
な
っ
た
と
想
定
す
る
た
め
、
欧
陽
脩
の
「
学
問
」
が
廃
れ
る
と
す
る
解
釈
と
は
、
毛
序
の
捉
え
方
が
異
な
る
。
范
處
義
は
、
毛
序
を
字
面
の
ま
ま
「
学
校
の
廃
る
」
と
捉
え
、
鄭
箋
の
「
学
ぶ
者
」
の
う
た
と
す
る
解
釈
に
拠
る
の
で
あ
る）12
（
。
以
上
、
欧
陽
脩
、
蘇
轍
、
范
處
義
は
、「
学
ぶ
者
」
が
学
友
を
思
う
う
た
と
解
釈
し
て
お
り
、
鄭
箋
の
「
学
子
に
し
て
俱
に
学
校
の
中
に
在
り
、
己
れ
留
ま
り
彼
れ
去
り
、
故
に
隨
い
て
之
を
思
う
」
か
ら
の
派
生
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
宋
代
の
王
安
石
か
ら
范
處
義
ま
で
は
、
前
掲
の
よ
う
に
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
を
詩
の
主
題
と
捉
え
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
毛
序
に
拠
ら
な
い
子
衿
篇
解
釈
が
、
南
宋
の
王
質
と
朱
熹
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
三
ー
三
、
宋
代
の
解
釈
│
毛
序
を
排
除
す
る
場
合
王
質
と
朱
熹
が
『
詩
』
解
釈
に
お
い
て
毛
序
か
ら
離
れ
て
い
る
と
す
る
指
摘
は
、
早
く
は
南
宋
の
黃
震
（
一
二
一
三
│
一
二
八
一
）
の
『
黃
氏
日
抄
』
巻
四
「
讀
毛
詩
」
に
み
え
る
。「
雪
山
王
公
質
、
夾
漈
鄭
公
樵
始
皆
去
序
而
言
詩
。
與
諸
家
之
說
不
同
。
晦
庵
先
生
因
鄭
公
之
說
、
盡
去
美
刺
、
探
求
古
始
。（
雪
山
（
と
号
す
る
）
王
質
殿
、
夾
漈
（
と
号
す
る
）
鄭
樵
殿
は
は
じ
め
て
ど
ち
ら
も
毛
序
か
ら
離
れ
て
詩
に
つ
い
て
述
べ
た
。
諸
家
の
説
と
は
同
じ
で
な
い
。
晦
庵
（
と
号
す
る
朱
熹
）
先
生
は
鄭
樵
殿
の
説
に
よ
っ
て
、
尽
く
讃
美
と
諷
刺
か
ら
離
れ
、
原
初
を
探
し
求
め
た）13
（
。）」。
で
は
、子
衿
篇
は
い
か
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
か
。
王
質
は
い
う
。
此
己
在
位
而
故
人
在
野
者
也
。
靑
衿
、
野
服
。
當
是
相
思
而
有
欲
見
之
意
、
望
其
來
而
不
肯
至
者
也
。
…
…
總
聞
曰
、
故
人
在
位
而
不
往
見
、
蓋
賢
者
也
。
故
人
在
野
而
有
所
慚
、
亦
賢
者
也
。
曹
氏
「
靑
靑
子
衿
、
悠
悠
我
心
。
但
爲
君
故
、
沈
吟
至
今
」、
正
引
此
詩
無
爽
。（
こ
れ
は
自
分
が
官
位
に
あ
り
旧
友
が
民
間
に
い
る
者
で
あ
る
。
青
衿
は
、
民
間
の
服
で
あ
る
。
互
い
に
思
い
あ
っ
て
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
や
っ
て
来
る
こ
と
を
望
む
け
れ
ど
来
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
90
…
…
『
詩
總
聞
』
に
言
う
。
旧
友
が
官
位
に
あ
る
け
れ
ど
会
い
に
行
か
な
い
の
は
、
思
う
に
賢
者
で
あ
る
。
旧
友
が
民
間
に
い
て
恥
じ
る
所
が
あ
る
の
も
、
ま
た
賢
者
で
あ
る
。
曹
操
の
「
青
青
た
る
子
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
。
但
だ
君
が
為
の
故
に
、
沈
吟
し
て
今
に
至
る
」（「
短
歌
行
」）
は
、
正
に
こ
の
詩
を
引
用
し
て
誤
り
が
無
い
。）〔『
詩
總
聞
』
巻
四）14
（
〕
王
質
は
、
子
衿
篇
に
は
「
在
位
」
の
者
（「
我
」）
が
「
在
野
」
の
旧
友
（「
子
」）
に
会
い
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
会
え
ず
に
い
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
人
物
想
定
は
、
他
の
子
衿
篇
解
釈
に
は
み
え
ず
、
王
質
の
み
が
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
の
最
後
に
は
、
曹
操
（
一
五
五
│
二
二
〇
）
の
「
短
歌
行）15
（
」
を
「
爽
無
し
」
と
評
価
す
る
一
文
が
み
え
る
。
王
質
の
子
衿
篇
解
釈
と
曹
操
の
「
短
歌
行
」
の
引
用
に
は
、い
か
な
る
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
曹
操
の
「
短
歌
行
」
は
、
子
衿
篇
第
一
章
の
「
青
青
た
る
子
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
」
を
引
用
し
、
続
い
て
「
但
だ
君
が
為
の
故
に
、
沈
吟
し
て
今
に
至
る
」
と
、「
君
（
あ
な
た
）」
を
思
っ
て
「
沈
吟
」
す
る
と
詠
う
。
こ
の
「
沈
吟
」
は
、「
短
歌
行
」
の
後
半
部
に
、「
陌
を
越
え
阡
を
度
り
、
枉
用
し
て
相
存
す
。
契
闊 
談
讌
し
て
、
心
に
旧
恩
を
戀
う
（
縦
横
に
延
び
る
畦
道
を
越
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
に
来
て
く
れ
た
。
久
し
ぶ
り
に
宴
の
語
ら
い
を
し
て
、
心
に
昔
日
の
恩
情
を
抱
く
）」
と
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
旧
友
と
の
再
会
を
願
っ
て
物
思
い
に
耽
る
こ
と
で
あ
る
。
語
り
手
（「
我
」）
が
旧
友
（「
子
」）
に
対
し
て
「
沈
吟
」
す
る
と
詠
う
際
に
、
子
衿
篇
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
王
質
が
「
在
位
」
の
者
（「
我
」）
と
「
在
野
」
の
旧
友
（「
子
」）
を
想
定
す
る
の
に
似
る
。
さ
ら
に
、「
短
歌
行
」
の
こ
の
く
だ
り
は
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
と
の
関
わ
り
も
な
く
、
毛
序
に
拠
ら
ず
に
子
衿
篇
を
引
用
す
る
。
つ
ま
り
、
王
質
の
子
衿
篇
解
釈
は
、
曹
操
の
「
短
歌
行
」
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
同
じ
く
毛
序
を
排
除
す
る
朱
熹
は
、
王
質
と
も
異
な
る
。
子
、
男
子
也
。
衿
、
領
也
。
悠
悠
、
思
之
長
也
。
我
、
女
子
自
我
也
。
嗣
音
、
繼
續
其
聲
問
也
。
此
亦
淫
奔
之
詩
。（
子
は
、
男
子
で
あ
る
。
衿
は
、
襟
元
で
あ
る
。
悠
悠
は
、
思
い
の
長
さ
で
あ
る
。
我
は
、
女
子
の
自
称
で
あ
る
。
嗣
音
は
、
そ
の
音
信
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
た
淫
奔
の
詩
で
あ
る
。）
〔『
詩
集
傳
』
巻
四
（
以
下
『
朱
傳
』
と
略
称）16
（
）〕
朱
熹
は
、「
子
」
を
「
男
子
」、「
我
」
を
「
女
子
」
と
し
て
、
子
衿
篇
を
「
淫
奔
の
詩
」
と
解
釈
す
る
。
ま
た
、『
詩
序
辨
說）17
（
』
で
は
、
子
衿
篇
を
「
蓋
其
辭
意
儇
薄
、
施
之
學
校
、
尤
不
相
似
也
（
思
う
に
そ
の
意
味
は
ず
る
賢
く
浮
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
を
学
校
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
相
応
し
く
な
い
）」
と
、
詩
篇
の
こ
と
ば
が
ず
る
賢
く
浮
つ
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、毛
序
が
「
学
校
の
廃
る
」
と
い
う
「
学
校
」
に
は
相
応
し
く
な
い
と
す
る）18
（
。
『
朱
傳
』
の
序
に
は
、「
凡
詩
之
所
謂
風
者
、
多
出
於
里
巷
歌
謠
之
作
、
所
謂
男
女
相
與
詠
歌
、
各
言
其
情
者
也
（
凡
そ
詩
の
所
謂
「
風
」
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と
は
、
多
く
が
巷
の
歌
謡
よ
り
出
た
作
で
、
所
謂
男
女
が
共
に
詠
い
、
各
々
そ
の
情
を
言
う
の
で
あ
る
）」
と
、
国
風
諸
篇
を
「
里
巷
歌
謡
」
の
作
と
捉
え
、
ま
た
、
鄭
風
諸
篇
を
挙
げ
た
後
に
は
「
鄭
衞
之
樂
、
皆
爲
淫
聲
。
…
…
衞
猶
爲
男
悅
女
之
詞
、而
鄭
皆
爲
女
惑
男
之
語（
鄭
衛
の
楽
は
、
す
べ
て
淫
声
で
あ
る
。
…
…
衛
は
依
然
と
し
て
男
が
女
を
悦
ぶ
う
た
を
作
る
が
、
鄭
は
す
べ
て
女
が
男
を
惑
わ
す
語
を
作
る
）」（
巻
四
）
と
、
鄭
風
諸
篇
を
「
女
が
男
を
惑
わ
す
の
語
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
一）19
（
に
は
、「
聖
人
言
鄭
聲
淫
者
、
蓋
鄭
人
之
詩
、
多
是
言
當
時
風
俗
男
女
淫
奔
（
聖
人
が
「
鄭
声
淫
」
と
言
う
の
は
、
思
う
に
鄭
人
の
詩
が
、
多
く
当
時
の
風
俗
で
男
女
が
淫
奔
な
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
）」
と
、「
聖
人
」
が
「
鄭
声
淫
」
と
言
う
の
は
、
当
時
の
男
女
が
「
淫
奔
」
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
こ
の
「
鄭
声
淫
」
と
は
、『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
鄭
聲
淫
、
佞
人
殆
（
鄭
声
淫
に
し
て
、佞
人
殆
う
し）20
（
）」
を
指
し
て
お
り
、朱
熹
は
「
聖
人
」
で
あ
る
孔
子
の
こ
と
ば
に
拠
っ
て
、
鄭
風
の
「
淫
奔
」
詩
と
し
て
の
性
格
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
朱
熹
は
、
子
衿
篇
に
「
女
子
」
の
い
か
な
る
思
い
を
読
み
取
る
の
か
。
子
衿
篇
の
第
一
章
三
、
四
句
目
の
「
縦
い
我
れ
往
か
ざ
る
も
、
子
寧
ぞ
音
を
嗣
が
ざ
る
」
は
、
朱
熹
の
人
物
想
定
に
よ
れ
ば
、
「
た
と
え
私
（
女
子
）
が
あ
な
た
（
男
子
）
の
も
と
に
行
か
な
く
と
も
、
あ
な
た
（
男
子
）
は
ど
う
し
て
音
信
を
続
け
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
欧
陽
脩
の
「
相
見
え
ず
し
て
之
を
思
う
辞
」
に
近
い
が
、
鄭
風
諸
篇
を
「
女
が
男
を
惑
わ
す
の
語
」
と
す
る
朱
熹
の
立
場
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
女
子
」
が
「
男
子
」
を
「
惑
」
わ
せ
て
、「
音
」
を
「
嗣
」
ぐ
こ
と
を
求
め
る
思
い
が
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
王
質
と
朱
熹
の
解
釈
は
、
と
も
に
毛
序
を
排
除
す
る
立
場
だ
が
、
王
質
は
曹
操
の
「
短
歌
行
」
に
よ
っ
て
毛
序
に
拠
ら
ず
に
子
衿
篇
を
解
釈
し
、
一
方
、
朱
熹
は
「
鄭
声
淫
」
と
い
う
『
論
語
』
の
評
価
を
子
衿
篇
に
適
用
す
る
。「
一
、
は
じ
め
に
」
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
張
氏
は
、
王
質
の
解
釈
に
つ
い
て
「
離
別
」
と
「
思
念
」
は
「
朋
友
間
」
に
生
じ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
曹
操
の
「
短
歌
行
」
が
あ
り
、
そ
の
点
に
張
氏
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
朱
熹
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
離
別
」
と
「
思
念
」
は
「
男
女
間
」
に
生
じ
る
と
考
え
る
が
、
朱
熹
の
説
を
読
む
限
り
、
そ
の
根
拠
は
『
論
語
』
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
質
は
「
子
衿
」
を
織
り
込
ん
だ
漢
末
楽
府
に
拠
る
が
、
朱
熹
は
依
然
と
し
て
『
論
語
』
と
い
う
経
書
に
拠
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
続
く
元
代
で
は
、
宋
代
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
、
元
代
の
解
釈
元
代
の
子
衿
篇
解
釈
は
、『
朱
傳
』
に
拠
る
も
の
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
許
謙
（
一
二
七
〇
│
一
三
三
七
）
の
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
巻
92
三）21
（
は
、「
鄭
淫
奔
之
詩
、
…
…
子
衿
、
…
…
十
四
篇
。
自
將
仲
子
至
子
衿
九
篇
、皆
女
惑
男
之
語
（
鄭
風
の
淫
奔
の
詩
は
、…
…
「
子
衿
」、
…
…
十
四
篇
で
あ
る
。「
将
仲
子
」
か
ら
「
子
衿
」
ま
で
の
九
篇
は
、
す
べ
て
女
が
男
を
誘
惑
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
）」
と
、子
衿
篇
を
「
淫
奔
の
詩
」、
且
つ
「
女
の
男
を
惑
わ
す
の
語
」
と
す
る
。
ま
た
、
梁
寅
（
一
三
〇
三
│
一
三
八
九
）
の
『
詩
演
義
』
巻
四）22
（
は
「
子
衿
、
亦
淫
奔
之
詩
也
（
子
衿
篇
も
ま
た
、
淫
奔
の
詩
で
あ
る
）」
と
、
朱
熹
の
説
を
踏
襲
す
る
。
さ
ら
に
、
劉
瑾
（
一
三
二
四
│
一
三
七
〇
頃
）
の
『
詩
傳
通
釋
』
巻
四）23
（
、
朱
公
遷
（
生
卒
年
不
詳
、
十
四
世
紀
）
の
『
詩
經
疏
義
會
通
』
巻
四）24
（
は
、『
朱
傳
』
の
全
文
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、劉
瑾
は
「
愚
按
、朱
子
『
白
鹿
洞
賦
』
有
曰
『
廣
靑
衿
之
疑
問
』、
又
曰
、『
樂
菁
莪
之
長
育
』、
用
此
二
事
、
又
皆
從
序
說
、
與
集
傳
不
同
者
、
彼
蓋
斷
章
取
義
耳
（
私
が
考
え
る
に
、
朱
子
は
「
白
鹿
洞
賦
」
で
「
青
衿
の
疑
問
を
広
む
」、「
菁
莪
の
長
育
を
楽
し
む
」
と
い
い
、
こ
の
二
つ
を
用
い
る
の
も
、す
べ
て
毛
序
の
説
に
従
っ
て
い
る
。『
朱
傳
』
と
異
な
る
の
は
、
思
う
に
彼
が
断
章
取
義
を
し
た
の
だ
）」
と
、
朱
熹
の
「
白
鹿
洞
賦
」
は
、
毛
序
に
拠
る
子
衿
篇
の
解
釈
を
用
い
た
「
断
章
取
義
」
だ
と
批
判
し
て
お
り
、『
朱
傳
』
を
是
認
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
元
代
に
は
毛
伝
派
の
解
釈
も
み
え
る
。
胡
一
桂
（
生
卒
年
不
詳
、
十
四
世
紀
）
は
い
う
。
愚
按
、
諸
家
皆
本
序
說
。
劉
氏
君
舉
曰
、「
…
…
寧
不
嗣
音
、
所
謂
春
誦
夏
弦
。
子
寧
不
來
、
所
謂
禮
聞
來
學
。
…
…
學
校
禮
義
之
所
自
出
、
鄭
雖
衰
世
、
而
禮
義
之
出
於
人
心
者
猶
在
。
不
然
、
何
以
思
之
深
、
望
之
切
、
而
一
日
不
見
、
如
三
月
兮
」。（
私
が
考
え
る
に
、
諸
家
は
み
な
序
の
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
劉
君
舉
が
い
う
、「
…
…
『
寧
ぞ
音
を
嗣
が
ざ
る
』
と
は
、（『
禮
記
』
文
王
世
子
篇
の
）所
謂
る『
春
に
誦
し
夏
に
弦
す
』で
あ
る
。『
子
寧
ぞ
来
た
ら
ざ
る
』
と
は
、（『
禮
記
』
曲
礼
篇
の
）
所
謂
る
『
礼
は
来
学
を
聞
く
』
で
あ
る
。
…
…
学
校
は
礼
法
や
道
義
が
自
ず
か
ら
生
ま
れ
る
所
で
、
鄭
国
が
衰
世
で
あ
っ
て
も
、
礼
法
や
道
義
が
人
心
か
ら
生
じ
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
思
い
の
深
く
、
眺
め
る
こ
と
の
切
実
で
、
『
一
日
見
ざ
れ
ば
、
三
月
の
如
し
』
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
。）〔『
詩
集
傳
附
録
纂
疏
』
巻
四）25
（
〕
胡
一
桂
は
、「
諸
家
は
皆
な
序
説
に
本
づ
く
」
と
、
子
衿
篇
の
解
釈
は
、古
来
毛
序
に
拠
る
と
す
る
。引
用
さ
れ
る
劉
君
舉
の
説
は
、『
禮
記
』
に
よ
っ
て
語
句
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
学
校
は
礼
義
の
よ
り
て
出
づ
る
所
に
し
て
、
鄭
は
衰
世
と
雖
も
、
礼
義
の
人
心
よ
り
出
づ
る
者
猶
お
在
り
」
は
、
毛
伝
派
の
袁
燮
の
「
古
人
其
の
然
る
を
病
み
、『
設
け
て
庠
序
学
校
と
為
し
』、
漸
摩
陶
冶
し
、
人
心
を
し
て
曉
然
と
し
、
皆
な
義
理
の
貴
ぶ
べ
き
を
知
ら
し
む
」
と
類
似
す
る
。
胡
一
桂
以
前
で
は
、
李
公
凱
（
生
卒
年
不
詳
、
十
四
世
紀
）
の
『
直
音
傍
訓
毛
詩
句
解
』
巻
四）26
（
が
、
毛
伝
派
の
程
頤
の
解
釈
を
断
93 鄭風・子衿篇の解釈史（髙崎）
片
的
に
引
用
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
元
代
に
は
、『
朱
傳
』
の
急
速
な
普
及
の
状
況
が
窺
え
る
一
方
で
、
毛
序
や
毛
伝
派
に
拠
る
宋
代
の
解
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
続
く
明
代
に
は
元
代
と
の
連
関
性
が
注
目
さ
れ
る
。
五
、
明
代
の
解
釈
五
ー
一
、
元
代
の
継
続
明
代
の
子
衿
篇
解
釈
は
、
元
代
と
同
様
に
『
朱
傳
』
に
拠
る
解
釈
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
胡
廣
（
一
三
六
九
│
一
四
一
八
）
等
奉
勅
撰
の
『
詩
傳
大
全
』
巻
四）27
（
、
顧
夢
麟
（
一
五
八
五
│
一
六
五
三
）
の
『
詩
經
說
約
』
巻
六）28
（
は
、『
朱
傳
』
を
引
用
す
る
。
中
で
も
胡
廣
の
『
詩
傳
大
全
』
は
、
明
の
永
楽
年
間
に
作
ら
れ
た
「
五
経
大
全
」
の
一
つ
で
あ
り
、
経
学
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
『
朱
傳
』
の
影
響
は
大
き
か
っ
た）29
（
。
一
方
、『
朱
傳
』
以
外
の
解
釈
も
み
え
る
。
例
え
ば
、
姚
舜
牧
（
一
五
四
三
│
一
六
二
八
）
の
『
重
訂
詩
經
疑
問
』
巻
二）30
（
は
、「
此
特
據
註
爲
解
耳
（
こ
れ
は
た
だ
注
に
拠
っ
て
解
釈
す
る
だ
け
で
あ
る
）」
と
述
べ
た
後
、
毛
序
を
引
用
す
る
。
ま
た
、
張
次
仲
（
一
五
八
九
│
一
六
七
六
）
の
『
待
軒
詩
記
』
巻
二）31
（
に
は
、「
學
校
不
修
、朋
徒
離
散
、
故
賢
者
傷
之
而
作
（
学
校
が
修
ま
ら
ず
、
学
友
は
離
散
し
、
そ
の
た
め
賢
者
が
そ
の
こ
と
を
傷
ん
で
作
っ
た
）」
と
、
毛
伝
派
の
程
頤
と
類
似
す
る
解
釈
が
み
え
、
李
先
芳
（
生
卒
年
不
詳
、
十
六
世
紀
）
の
『
讀
詩
私
記
』
巻
三）32
（
は
、
毛
序
と
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
に
み
え
る
程
頤
の
説
を
引
用
す
る
。
こ
の
頃
ま
で
は
元
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
明
末
に
か
け
て
、
毛
序
や
『
朱
傳
』
に
対
す
る
批
判
や
検
討
が
出
て
く
る
。
五
ー
二
、
明
末
の
状
況
│
先
行
す
る
注
釈
の
検
討
毛
序
に
対
す
る
批
判
は
、季
本
（
一
四
八
五
│
一
五
六
三
）
の
『
詩
說
解
頤
』
正
釈
巻
七）33
（
に
み
え
る
。「
經
旨
曰
、
此
女
子
淫
奔
而
思
男
子
之
詩
也
。
舊
說
以
爲
刺
學
校
之
廢
、
則
末
章
不
能
不
强
解
矣
（
経
の
趣
旨
は
、
子
衿
篇
は
女
子
が
淫
奔
で
男
子
を
思
う
詩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
説
で
は
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
と
考
え
て
い
る
の
で
、
末
章
は
無
理
に
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
）」
と
、『
朱
傳
』
を
襲
い
、
古
注
を
批
判
す
る
。
同
様
に
、朱
謀
㙔
（
生
卒
年
不
詳
、十
六
世
紀
）
は
、毛
序
を
「
非
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
子
衿
、
刺
學
校
廢
也
」、
非
刺
學
校
廢
也
。
朋
友
失
好
者
之
相
責
讓
也
。
…
…
以
細
故
而
斷
平
生
之
歡
、
遂
不
相
見
。（「
子
衿
は
、
学
校
の
廃
る
を
刺
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
学
校
の
廃
れ
た
こ
と
を
刺
る
の
で
は
な
い
。
友
人
で
仲
が
悪
く
な
っ
た
者
が
お
互
い
に
責
め
咎
め
る
の
で
あ
る
。
…
…
些
細
な
こ
と
で
こ
れ
ま
で
の
交
友
を
絶
ち
、そ
う
し
て
会
う
こ
と
が
な
く
な
る
。）〔『
詩
94
故
』
巻
三）34
（
〕
朱
謀
㙔
は
、「
朋
友
の
好
を
失
う
者
」
が
互
い
に
相
手
を
「
責
め
讓
め
」
る
う
た
と
す
る
。「
好
を
失
う
者
」
を
想
定
す
る
点
は
、
鄭
箋
派
の
蘇
轍
の
「
留
ま
る
者
の
其
の
去
る
者
を
念
い
て
之
を
責
む
」
に
近
い
が
、
毛
序
を
「
非
」
と
す
る
点
は
、
蘇
轍
と
異
な
る
。
他
方
、
毛
序
に
拠
り
つ
つ
、『
朱
傳
』
を
批
判
す
る
解
釈
が
、
徐
光
啓
（
一
五
六
二
│
一
六
三
三
）
に
み
え
る
。
此
詩
朱
子
謂
「
其
詞
儇
薄
、不
可
施
之
學
校
」、而
「
白
鹿
洞
賦
」
「
廣
靑
衿
之
疑
問
」、
則
仍
用
序
說
。
黃
葵
峰
曰
、「
世
亂
學
校
不
修
、
學
徒
離
散
。
賢
者
昔
司
學
校
之
敎
、
隠
身
無
與
共
修
。
故
賦
此
詩
、
重
致
意
焉
」。（
こ
の
詩
は
朱
子
が
「
其
の
詞
儇
薄
に
し
て
、之
を
学
校
に
施
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
が
、（
朱
子
の
）
「
白
鹿
洞
賦
」
で
は
「
青
衿
の
疑
問
を
広
め
」
と
、
毛
序
の
説
を
踏
襲
し
て
用
い
て
い
る
。
黃
葵
峰（
一
五
〇
六
│
一
五
八
六
）
が
い
う
に
は
、「
世
の
中
が
乱
れ
て
学
校
が
修
ま
ら
ず
、
学
生
は
離
散
す
る
。
賢
者
は
昔
学
校
の
教
育
を
司
っ
て
い
た
が
、
隠
居
し
て
と
も
に
（
学
問
を
）
修
め
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
詩
を
賦
し
て
、重
ね
て
思
い
を
伝
え
る
の
で
あ
る
」
と
。）〔『
毛
詩
六
帖
講
意
』
巻
一）35
（
〕
徐
光
啓
は
、
元
代
の
劉
瑾
と
同
様
に
、
朱
熹
が
『
詩
序
辨
說
』
で
毛
序
を
批
判
す
る
も
、「
白
鹿
洞
賦
」
で
は
毛
序
の
解
釈
を
用
い
る
と
い
う
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
だ
が
、劉
瑾
が
毛
序
に
拠
る
解
釈
を「
断
章
取
義
」と
批
判
す
る
の
と
は
異
な
り
、所
引
の
黃
葵
峰
の
説
は
、「
賢
者
」
の
嘆
き
と
解
釈
す
る
も
の
で
、
毛
伝
派
の
程
頤
に
近
い
。
つ
ま
り
、
徐
光
啓
は
『
朱
傳
』
を
批
判
的
に
捉
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
末
の
郝
敬
（
一
五
五
八
│
一
六
三
九
）
に
も
、『
朱
傳
』
へ
の
批
判
が
み
え
る
。
朱
子
謂
「
辭
意
儇
薄
、
施
之
學
校
、
不
似
」、
改
爲
「
淫
奔
」
非
也
。
若
使
辭
不
儇
薄
、
何
以
爲
鄭
聲
。
…
…
同
學
少
年
、
往
來
嗣
音
、
正
朋
徒
久
。
要
之
言
、
如
謂
語
儇
薄
、
鄭
詩
皆
然
。
若
皆
斥
爲
淫
、
則
舉
鄭
國
君
臣
・
師
弟
・
朋
友
、
莫
匪
淫
人
、
所
行
莫
匪
淫
事
。
何
以
爲
國
。
自
男
女
外
、
豈
遂
無
詩
。
而
夫
子
何
獨
盡
取
淫
人
・
淫
事
、
以
實
其
所
謂
「
鄭
聲
淫
」
之
一
語
、
隘
且
刻
矣
。
淫
詩
不
刪
、
所
刪
又
何
等
詩
乎
。（
朱
子
が
（『
詩
序
辨
說
』
で
）「
辞
意
儇
薄
に
し
て
、
之
を
学
校
に
施
す
は
、
似
ず
」
と
い
っ
て
、「
淫
奔
」
と
改
め
た
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
も
し
こ
と
ば
が
ず
る
賢
く
浮
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
「
鄭
声
」
に
な
ろ
う
か
。
…
…
同
学
の
若
者
は
、往
来
し
て
「
音
」
を
嗣
ぎ
、
学
生
た
ち
を
正
す
こ
と
久
し
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
も
し
「
こ
と
ば
が
ず
る
賢
く
浮
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
な
ら
、
鄭
風
の
詩
篇
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
も
し
す
べ
て
斥
け
て「
淫
」
と
す
れ
ば
、
鄭
國
の
君
臣
・
師
弟
・
朋
友
に
「
淫
人
」
で
な
い
も
の
は
な
く
、
行
動
に
「
淫
事
」
で
な
い
も
の
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。（
そ
の
よ
う
に
「
淫
」
で
溢
れ
て
し
ま
っ
た
ら
）
ど
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う
や
っ
て
国
を
治
め
よ
う
か
。
男
女
の
こ
と
以
外
に
、
ど
う
し
て
詩
篇
が
無
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
な
の
に
孔
子
は
ど
う
し
て「
淫
人
」「
淫
事
」
だ
け
を
尽
く
取
り
上
げ
て
、所
謂
「
鄭
聲
淫
な
り
」
の
一
語
を
実
た
す
ほ
ど
、
度
量
が
狭
く
厳
格
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
淫
詩
は
削
ら
ず
に
、
削
っ
た
も
の
は
ま
た
ど
の
よ
う
な
詩
で
あ
ろ
う
か
。）〔『
毛
詩
原
解
』
巻
八）36
（
〕
郝
敬
は
、
朱
熹
が
『
詩
序
辨
說
』
で
「
辭
意
儇
薄
に
し
て
、
之
を
学
校
に
施
せ
ば
、
似
ず
」
と
し
、『
朱
傳
』
で
「
淫
奔
」
の
詩
と
改
め
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
郝
敬
は
、「
若
し
辞
を
し
て
儇
薄
せ
し
め
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
鄭
声
と
為
さ
ん
」
と
考
え
る
た
め
、「
之
れ
を
要
し
て
言
え
ば
、
如
し
語
は
儇
薄
な
り
と
謂
は
ば
、
鄭
詩
は
皆
な
然
り
」
と
、
朱
熹
の
「
辞
意
儇
薄
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
入
れ
る
。
だ
が
、
朱
熹
の
よ
う
に
、
す
べ
て
を
「
淫
」
と
し
て
、「
鄭
國
君
臣
・
師
弟
・
朋
友
」
や
「
所
行
」
に
ま
で
当
て
は
め
れ
ば
、「
淫
人
」
や
「
淫
事
」
で
溢
れ
か
え
り
、
国
が
治
ま
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
孔
子
の
刪
詩
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
淫
詩
」
ば
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
は
な
い
と
し
て
、朱
熹
が
「
淫
人
」「
淫
事
」
に
よ
っ
て
子
衿
篇
を
解
釈
す
る
こ
と
を
「
非
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
明
初
で
は
、
元
代
の
状
況
と
同
じ
く
『
朱
傳
』
に
拠
る
解
釈
と
古
注
か
ら
派
生
す
る
宋
代
の
解
釈
を
引
用
す
る
が
、
明
末
に
か
け
て
で
は
、『
朱
傳
』
に
対
す
る
批
判
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
『
朱
傳
』
へ
の
批
判
は
、
続
く
清
代
に
も
継
続
し
て
み
え
る
。
六
、
清
代
の
解
釈
ま
ず
、『
朱
傳
』
の
批
判
か
ら
確
認
す
る
。
朱
鶴
齢
（
一
六
〇
六
│
一
六
八
三
）
の
『
詩
經
通
義
』
巻
三）37
（
で
は
、
毛
伝
派
の
程
頤
ら
の
説
を
引
用
し
て
、「
此
詩
之
義
、
最
爲
明
白
（
こ
の
詩
の
意
味
は
、
は
な
は
だ
明
白
で
あ
る
）」
と
記
し
た
後
、「
朱
子
例
作
「
淫
奔
」、
殆
不
可
解
（
朱
子
は
説
明
す
る
に
「
淫
奔
」
と
す
る
が
、
殆
ど
理
解
で
き
な
い
）」
と
、
朱
熹
の
「
淫
奔
」
説
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
銭
澄
之
（
一
六
一
二
│
一
六
九
四
）
の
『
田
間
詩
學
』
巻
三）38
（
で
は
、「
愚
按
、
詩
辭
是
師
傷
其
弟
子
之
廢
學
而
作
也
（
私
が
考
え
る
に
、
詩
篇
の
こ
と
ば
は
師
が
弟
子
の
学
業
を
廃
し
た
こ
と
を
傷
ん
で
作
っ
た
の
で
あ
る
）」
と
、
毛
伝
派
の
程
頤
と
類
似
す
る
解
釈
を
襲
い
、「
朱
子
『
白
鹿
洞
賦
』
有
云
『
廣
靑
衿
之
疑
問
』、
則
仍
以
此
詩
爲
學
校
而
作
矣
（
朱
子
の
「
白
鹿
洞
賦
」
に
「
青
衿
の
疑
問
を
広
む
」
と
言
う
か
ら
、依
然
と
し
て
こ
の
詩
を
学
校
と
結
び
付
け
て
作
っ
て
い
る
）」と
、
明
末
の
徐
光
啓
と
同
様
に
朱
熹
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
李
光
地
（
一
六
四
二
│
一
七
一
八
）
は
、『
朱
傳
』
の
み
な
ら
ず
、
毛
序
も
批
判
の
対
象
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
序
謂
刺
學
校
、『
朱
傳
』
謂
「
淫
奔
」
者
、
詳
詩
意
俱
無
顯
證
。
或
亦
朋
友
相
思
念
之
辭
爾
。（
毛
序
は「
学
校
を
刺
る
」と
言
い
、
『
朱
傳
』
が
「
淫
奔
」
と
い
う
の
は
、
詩
意
を
詳
し
く
考
え
る
と
ど
ち
ら
も
明
ら
か
な
証
拠
が
無
い
。
或
い
は
亦
た
朋
友
が
互
96
い
に
思
い
あ
う
こ
と
ば
で
あ
る
。）〔『
詩
所
』
巻
二）39
（
〕
李
光
地
は
、
毛
序
と
『
朱
傳
』
を
「
俱
に
顕
証
無
し
」
と
、
ど
ち
ら
も
明
確
な
根
拠
が
な
い
と
斥
け
、「
朋
友
相
思
念
の
辞
」
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
、
明
の
朱
謀
㙔
が
毛
序
と
『
朱
傳
』
に
拠
ら
ず
に
解
釈
し
た
場
合
と
類
似
す
る
。
毛
序
に
根
拠
が
無
い
と
す
る
立
場
は
、
姚
際
恒
（
一
六
四
七
│
一
七
一
五
）
に
も
み
え
る
。
小
序
謂
「
刺
學
校
廢
」、
無
據
。
此
疑
亦
思
友
之
詩
。
玩
「
縱
我
不
往
」
之
言
、
當
是
師
之
于
弟
子
也
。
禮
云
「
禮
聞
來
學
、
不
聞
往
敎
」、
是
也
。（
毛
序
が
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
と
い
う
の
は
、
根
拠
が
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
友
を
思
う
詩
で
あ
る
。「
縦
い
我
れ
往
か
ざ
る
も
」と
い
う
こ
と
ば
を
玩
味
す
れ
ば
、
当
然
師
が
弟
子
に
対
す
る
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。『
禮
記
』に「
礼
は
来
学
を
聞
く
も
、
往
教
を
聞
か
ず
」
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。）〔『
詩
經
通
論
』
巻
五）40
（
〕
姚
際
恒
は
、
毛
序
を
「
據
る
こ
と
無
し
」
と
排
除
し
、「
縦
い
我
れ
往
か
ざ
る
も
」
の
句
は
、『
禮
記
』
曲
礼
篇
を
根
拠
に
、「
師
」
の
「
弟
子
」
に
対
す
る
こ
と
ば
と
す
る
。
こ
れ
は
毛
伝
派
の
載
溪
と
類
似
す
る
。
こ
の
姚
際
恒
の
説
は
、
清
末
の
方
玉
潤
（
一
八
一
一
│
一
八
八
三
）
に
受
け
継
が
れ
る
。
子
衿
、
傷
學
校
廃
也
。
…
…
序
謂
「
刺
學
校
廢
也
」。
唐
宋
元
明
諸
儒
、
皆
主
其
說
。
而
『
集
傳
』
獨
以
爲
淫
詩
。
迨
至
「
白
鹿
洞
賦
」、
又
云
「
廣
靑
衿
之
疑
問
」、
仍
用
序
說
、
是
是
非
之
心
終
難
昧
矣
。
姚
氏
際
恒
以
爲
「
刺
學
校
無
據
。
疑
亦
思
友
之
詩
。
玩
「
縱
我
不
往
」
之
言
、
當
是
師
之
于
弟
子
也
」。
愚
謂
、
序
言
原
未
嘗
錯
、
特
謂
「
刺
學
校
」
則
失
詩
人
語
氣
。
此
蓋
學
校
久
廢
不
脩
、
學
者
散
處
四
方
、
或
去
或
留
、
不
能
復
聚
如
平
日
之
盛
。
故
其
師
傷
之
而
作
是
詩
。（
子
衿
篇
は
、
学
校
が
廃
れ
た
こ
と
を
傷
む
も
の
で
あ
る
。
…
…
毛
序
は
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
な
り
」
と
い
う
。
唐
宋
元
明
の
諸
儒
は
、皆
な
そ
の
（
毛
序
の
）
説
を
主
と
す
る
。
だ
が
『
朱
傳
』
だ
け
が
「
淫
詩
」
と
す
る
。「
白
鹿
洞
賦
」
に
至
っ
て
は
、「
青
衿
の
疑
問
を
広
む
」
と
い
い
、
依
然
と
し
て
毛
序
の
説
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
は
是
非
の
心
が
結
局
は
昧
く
な
り
難
い
の
で
あ
る
。姚
際
恒
氏
は「
学
校
を
刺
る
は
據
る
こ
と
無
し
。
疑
う
ら
く
は
亦
た
思
友
の
詩
。
『
縦
い
我
れ
往
か
ず
』
の
言
を
玩
え
ば
、
当
に
是
れ
師
の
弟
子
に
お
け
る
な
る
べ
き
な
り
」
と
考
え
る
。
私
が
思
う
に
、
毛
序
の
こ
と
ば
は
も
と
も
と
間
違
っ
て
い
な
い
が
、「
学
校
を
刺
る
」
と
だ
け
い
う
の
は
、
詩
人
の
語
気
を
失
す
る
。
こ
れ
は
思
う
に
学
校
が
長
い
間
廃
れ
て
修
ま
ら
ず
、
学
ぶ
者
が
四
方
に
散
り
散
り
に
な
り
、
あ
る
も
の
は
去
り
あ
る
も
の
は
留
ま
っ
た
が
、
再
び
か
つ
て
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
よ
う
に
集
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
師
は
悲
傷
し
て
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。）〔『
詩
經
原
始
』
巻
五）41
（
〕
方
玉
潤
は
、
歴
代
の
注
釈
が
毛
序
に
拠
っ
て
解
釈
す
る
に
も
関
わ
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ら
ず
、『
朱
傳
』
の
み
が
「
淫
詩
」
と
捉
え
、ま
た
、『
朱
傳
』
と
「
白
鹿
洞
賦
」
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
行
の
姚
際
恒
の
解
釈
を
受
け
て
、
毛
序
の
「
刺
」
字
を
「
傷
」
字
に
改
め
、「
学
校
の
廃
る
を
傷
む
な
り
」
と
、「
師
」
の
「
弟
子
」
に
対
す
る
悲
傷
の
思
い
が
詠
わ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
他
方
、
清
代
に
は
朱
子
出
現
以
前
と
同
様
に
、
毛
伝
と
鄭
箋
の
違
い
を
指
摘
す
る
議
論
も
多
い
。
毛
伝
に
拠
る
解
釈
は
、
陳
啓
源
（
生
年
不
詳
、
卒
年
は
一
六
八
九
）
に
み
え
る
。
「
嗣
音
」、
當
以
毛
義
爲
正
。
云
「
嗣
、
習
也
。
古
者
敎
以
詩
樂
、
誦
之
歌
之
、
弦
之
舞
之
」、
孔
疏
引
王
制
「
四
術
」「
四
敎
」、
文
王
世
子
「
春
誦
夏
弦
」
證
之
當
矣
。
此
詩
本
「
刺
學
校
廢
」、
當
責
其
學
業
之
不
習
。
若
徒
以
音
問
爲
言
、
則
朋
友
相
思
之
常
語
耳
、
非
序
意
也
。（「
嗣
音
」
は
、
毛
傳
の
解
釈
を
正
し
い
と
す
べ
き
だ
。（
毛
傳
が
）「
嗣
は
、
習
な
り
。
古
者
教
う
る
に
詩
楽
を
以
て
し
、
之
を
誦
し
之
を
歌
い
、
之
を
弦
し
之
を
舞
う
」
と
言
う
の
は
、孔
穎
達
の
疏
が
『
禮
記
』
王
制
篇
の
「
四
術
」「
四
教
」
と
、『
禮
記
』
文
王
世
子
篇
の
「
春
は
誦
し
夏
は
弦
す
」
を
引
い
て
証
明
す
る
こ
と
に
符
合
す
る
。
こ
の
詩
は
本
来
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
の
だ
か
ら
、
当
然
学
業
が
習
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
責
め
て
い
る
は
ず
だ
。
も
し
単
に
「
音
問
」
を
こ
と
ば
と
解
釈
す
れ
ば
、
友
人
が
互
い
に
思
い
合
う
常
語
と
な
り
、
毛
序
の
意
図
で
は
な
い
の
で
あ
る
。）〔『
毛
詩
稽
古
編
』
巻
五）42
（
〕
陳
啓
源
は
、
毛
序
の
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
に
拠
る
限
り
、
学
業
が
習
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
責
め
る
詩
だ
が
、
鄭
箋
で
は
「
朋
友
相
思
の
常
語
」
と
な
り
、毛
序
と
符
合
し
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
馬
瑞
辰
（
一
七
八
一
│
一
八
五
三
）
の
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』
巻
八）43
（
で
は
、「
傳
箋
說
各
有
本
。
據
序
言
「
刺
學
校
廢
」、當
以
傳
義
爲
允
（
毛
伝
と
鄭
箋
の
説
は
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
も
の
が
あ
る
。
毛
序
が
「
学
校
の
廃
る
を
刺
る
」
と
い
う
の
に
拠
れ
ば
、
当
然
毛
伝
を
信
じ
る
べ
き
だ
）」
と
、
毛
序
に
拠
る
な
ら
ば
毛
伝
で
解
釈
す
べ
き
だ
と
い
う
。
一
方
、
鄭
箋
に
拠
る
解
釈
は
、
胡
承
珙
（
一
七
七
六
│
一
八
三
二
）
に
み
え
る
。
承
珙
案
、
首
章
箋
云
、「
學
子
而
俱
在
學
校
之
中
、
己
留
彼
去
、
故
隨
而
思
之
耳
」、
蓋
三
章
皆
有
此
意
。
魏
武
「
短
歌
行
」「
靑
靑
子
衿
、
悠
悠
我
心
。
但
爲
君
故
、
沈
吟
至
今
」、
亦
與
詩
旨
有
合
也
。（
承
珙
が
考
え
る
に
、
首
章
に
鄭
箋
が
、「
学
子
に
し
て
俱
に
学
校
の
中
に
在
り
、
己
れ
留
ま
り
彼
れ
去
り
、
故
に
隨
い
て
之
を
思
う
の
み
」
と
言
う
が
、
思
う
に
三
章
す
べ
て
に
こ
の
意
味
が
あ
る
。
魏
の
武
帝
・
曹
操
の
「
短
歌
行
」
に
「
青
青
た
る
子
が
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
。
但
だ
君
が
為
の
故
に
、
沈
吟
し
て
今
に
至
る
」
と
あ
り
、
亦
た
詩
篇
の
趣
意
と
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。）〔『
毛
詩
後
箋
』
巻
七）44
（
〕
胡
承
珙
は
、
鄭
箋
に
拠
り
つ
つ
、
曹
操
の
「
短
歌
行
」
を
「
詩
旨
と
合
す
る
有
る
な
り
」
と
、
南
宋
の
王
質
に
近
づ
く
。
そ
の
他
、
厳
98
虞
惇
（
一
六
五
〇
│
一
七
一
三
）
の
『
讀
詩
質
疑
』
巻
七）45
（
は
、
鄭
箋
派
の
欧
陽
脩
と
蘇
轍
の
説
を
引
用
し
て
、「
毛
傳
以
嗣
音
爲
嗣
習
誦
歌
絃
舞
、
亦
不
若
鄭
氏
說
爲
長
（
毛
伝
は
「
嗣
音
」
を
「
誦
歌
絃
舞
を
嗣
ぎ
習
う
」
と
す
る
が
、
亦
た
鄭
氏
の
説
が
優
れ
て
い
る
こ
と
に
及
ば
な
い
）」
と
、
毛
伝
よ
り
も
鄭
箋
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
。
以
上
、
清
代
に
は
、
明
末
よ
り
指
摘
さ
れ
る
『
朱
傳
』
や
毛
序
に
対
す
る
議
論
が
継
続
す
る
と
と
も
に
、『
朱
傳
』
以
前
の
議
論
が
む
し
か
え
さ
れ
、
追
究
さ
れ
て
い
る
。
七
、
お
わ
り
に
以
上
、
漢
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
の
子
衿
篇
解
釈
の
展
開
を
整
理
し
、
元
明
代
の
資
料
を
補
足
し
た
。
元
・
明
・
清
の
注
釈
に
つ
い
て
再
度
ま
と
め
れ
ば
、
元
代
で
は
梁
寅
や
劉
瑾
ら
の
よ
う
に
『
朱
傳
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
か
、
ま
た
は
胡
一
桂
や
李
公
凱
ら
の
よ
う
に
『
朱
傳
』
に
は
触
れ
ず
に
宋
代
の
解
釈
を
襲
う
か
に
止
ま
り
、
解
釈
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。
明
代
で
は
、
胡
廣
等
奉
勅
撰
の
『
詩
傳
大
全
』
が
編
纂
さ
れ
、『
詩
』
解
釈
に
『
朱
傳
』
が
重
要
視
さ
れ
る
一
方
、
張
次
仲
や
李
先
芳
が
宋
代
の
程
頤
の
解
釈
に
拠
る
説
を
採
用
し
た
。さ
ら
に
は
明
末
の
郝
敬
が「
朱
子
は
『
辞
意
儇
薄
に
し
て
、
之
を
学
校
に
施
せ
ば
、
似
ず
』
と
謂
い
、
改
め
て
『
淫
奔
』
と
為
す
は
非
な
り
」
と
、
朱
熹
へ
の
批
判
を
展
開
す
る
。
清
初
の
李
光
地
に
至
る
と
、
毛
序
と
『
朱
傳
』
の
両
者
を
批
判
し
て
、「
序
に
『
学
校
を
刺
る
』
と
謂
い
、『
朱
傳
』
に
『
淫
奔
』
と
謂
う
者
は
、詩
意
を
詳
に
す
る
も
俱
に
顕
証
無
し
」と
断
じ
た
。『
朱
傳
』
も
含
め
た
先
行
す
る
注
釈
へ
の
批
判
的
検
討
が
、
明
末
清
初
の
時
期
に
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
得
た
子
衿
篇
解
釈
の
展
開
が
他
の
詩
篇
に
お
い
て
も
同
様
の
変
遷
を
経
る
の
か
、
ま
た
、
宋
代
の
多
様
な
展
開
と
明
末
以
降
の
批
判
が
、『
詩
』
解
釈
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
は
、
他
の
詩
篇
解
釈
の
展
開
と
合
わ
せ
て
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
　
注
（
1
）　
張
岩
『
詩
経
国
風
祭
詞
研
究
』（
人
民
出
版
社　
二
〇
一
四
）
一
八
六-
一
九
四
頁
。
そ
の
他
、
劉
二
輝
氏
・
高
洪
韜
「《
鄭
風
・
子
衿
》
主
旨
研
究
述
評
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
二
十
輯
所
収　
学
苑
出
版
社　
二
〇
一
一　
四
四
七-
四
五
二
頁
）
は
、
刺
学
校
廃
説
・
淫
奔
説
・
愛
情
恋
歌
説
の
三
項
目
に
分
類
し
、魯
洪
生
『
詩
経
集
校
集
注
集
評
』
（
現
代
出
版
社　
二
〇
一
五　
二
一
〇
三
頁
）
は
、
刺
学
校
廃
説
・
思
友
説
・
淫
奔
之
詩
説
・
述
教
者
之
辞
説
・
朋
友
失
好
者
之
相
責
譲
説
・
君
子
傷
学
校
廃
説
・
鄭
子
産
不
毀
郷
校
説
・
師
責
弟
子
説
・
師
儒
憂
士
子
舍
業
嬉
遊
説
・
刺
学
校
失
教
説
・
妻
子
寄
衣
於
夫
説
・
規
諷
朋
友
荒
於
嬉
遊
説
・
淫
女
思
士
説
・
情
詩
恋
歌
説
・
厳
師
益
友
相
責
相
勉
説
の
十
五
項
目
に
分
類
す
る
。
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（
2
）　
『
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
十
三
経
注
疏
本
『
重
栞
宋
本
毛
詩
注
疏　
附
校
勘
記
』（
藝
文
印
書
館　
一
九
五
五
）
に
拠
る
。
（
3
）　
王
安
石
『
詩
義
鉤
沈
』（
中
華
書
局　
一
九
八
二
）。
（
4
）　
程
顥
・
程
頤
撰
・
徐
必
達
編
『
二
程
全
書
』（
中
文
出
版
社　
一
九
七
二
）。
（
5
）　
種
村
和
史
氏
は
、「
漸
層
法
を
多
用
し
た
解
釈
は
程
頤
の
詩
経
解
釋
の
方
法
が
王
安
石
の
そ
れ
と
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
、
王
安
石
と
程
頤
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。（「
深
讀
み
の
手
法
│
程
頤
の
詩
經
解
釋
の
志
向
性
と
そ
の
宋
代
詩
經
學
史
に
お
け
る
位
置
│
」『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　
中
国
研
究
』
四　
二
〇
一
一　
三
四
頁
）。
ま
た
、王
安
石
と
程
頤
の
説
は
、呂
祖
謙（
一
一
三
七
│
一
一
八
一
）『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
巻
八
や
段
昌
武
（
生
卒
年
不
詳　
十
三
世
紀
）『
毛
詩
集
解
』
巻
七
に
引
用
さ
れ
、「
賢
者
」
の
視
点
に
よ
る
解
釈
が
襲
わ
れ
て
い
る
。
（
6
）　
厳
粲
『
詩
緝
』（『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
所
収　
味
経
堂
刻
本　
書
目
文
獻
出
版
社　
一
九
八
七
）。
（
7
）　
戴
溪
『
續
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』（『
叢
書
集
成
新
編
』
所
収　
聚
珍
版
叢
書
本　
新
文
豐
出
版　
一
九
八
五
）。
（
8
）　
袁
燮
『
絜
齋
毛
詩
經
筵
講
義
』（
張
寿
鏞
編
纂
『
四
明
叢
書
』
所
収　
新
文
豐
出
版　
一
九
八
八
）。
（
9
）　
欧
陽
脩
『
詩
本
義
』（
四
部
叢
刊
續
編
本　
臺
灣
商
務
印
書
館　
一
九
七
六
）。
（
10
）　
蘇
轍
『
詩
集
傳
』（
宋
淳
煕
七
年
蘇
詡
筠
州
公
使
庫
刻
本
影
印
本　
書
目
文
獻
出
版
社　
一
九
九
〇
）。
（
11
）　
范
處
義
『
詩
補
傳
』（
徐
乾
學
等
輯
・
納
蘭
成
徳
校
刊
『
通
志
堂
經
解
』
所
収　
康
煕
一
九
年
刻
本
景
印
本　
大
通
書
局　
一
九
七
八
）。
（
12
）　
そ
の
他
、
楊
簡
（
一
一
四
一
│
一
二
二
六
）『
慈
湖
詩
傳
』
巻
一
や
林
岊
（
生
卒
年
不
詳
、
十
二
世
紀
）『
毛
詩
講
義
』
巻
三
も
ま
た
、
「
学
ぶ
者
」
の
思
い
が
詠
わ
れ
る
と
解
釈
す
る
。
（
13
）　
黃
震
『
黃
氏
日
抄
』（
中
文
出
版
社　
一
九
七
九
）。
黃
震
が
指
摘
す
る
鄭
樵
に
は
、
子
衿
篇
に
関
す
る
言
及
が
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
（
14
）　
王
質
『
詩
總
聞
』（
王
雲
五
主
編
『
叢
書
集
成
初
編
』
所
収　
経
苑
本
排
印
本　
商
務
印
書
館　
一
九
三
九
）。
（
15
）　
『
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』
巻
二
七
（
足
利
学
校
蔵
明
州
刊
本　
人
民
文
學
出
版
社　
二
〇
〇
八
）
に
収
め
ら
れ
る
「
短
歌
行
」
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
對
酒
當
歌
、
人
生
幾
何
。
譬
如
朝
露
、
去
日
苦
多
。
慨
當
以
慷
、
憂
思
難
忘
。
何
以
解
憂
、
唯
有
杜
康
。
靑
靑
子
衿
、
悠
悠
我
心
。
但
爲
君
故
、
沈
吟
至
今
。
呦
呦
鹿
鳴
、
食
野
之
苹
。
我
有
嘉
賓
、
鼓
瑟
吹
笙
。
明
明
如
月
、
何
時
可
掇
。
憂
從
中
來
、
不
可
斷
絕
。
越
陌
度
阡
、
枉
用
相
存
。
契
闊
談
讌
、
心
念
舊
恩
。
月
明
星
希
、
烏
鵲
南
飛
。
繞
樹
三
帀
、
何
枝
可
依
。
山
不
厭
髙
、
海
不
厭
深
。
周
公
吐
哺
、
天
下
歸
心
。」
（
16
）　
朱
熹
『
詩
集
傳
』（
中
華
書
局　
一
九
六
一
）。
（
17
）　
朱
熹
『
詩
序
辨
說
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　
汲
古
閣
刻
毛
詩
津
逮
本
）。
（
18
）　
輔
廣
（
生
卒
年
不
詳
、十
二
世
紀
）
も
ま
た
朱
熹
の
解
釈
を
襲
う
。
『
詩
童
子
問
』
巻
二
（
宮
内
廳
書
陵
部
藏
元
至
正
四
年
刻
本
影
印
本　
綫
装
書
局　
二
〇
〇
一
）
に
「
此
淫
女
望
其
所
與
私
者
、旣
無
音
問
、
100
又
不
見
其
來
。
而
極
其
怨
思
之
辭
也
」
と
あ
る
。
（
19
）　
黎
靖
徳
編
・
王
星
賢
點
校『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局　
一
九
八
六
）。
（
20
）　
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
十
三
経
注
疏
本
『
重
栞
宋
本
論
語
注
疏　
附
校
勘
記
』（
藝
文
印
書
館　
一
九
九
六
）
に
拠
る
。
（
21
）　
許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』（
李
山
主
編
『
元
代
古
籍
集
成
』
所
収　
北
京
師
範
大
学
出
版
社　
二
〇
一
三
）。
（
22
）　
梁
寅
『
詩
演
義
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
23
）　
劉
瑾
『
詩
傳
通
釋
』（
李
山
主
編
『
元
代
古
籍
集
成
』
所
収　
北
京
師
範
大
学
出
版
社　
二
〇
一
三
）。
（
24
）　
朱
公
遷
『
詩
經
疏
義
會
通
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
25
）　
胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
録
纂
疏
』（
李
山
主
編
『
元
代
古
籍
集
成
』
所
収　
北
京
師
範
大
学
出
版
社　
二
〇
一
三
）。
（
26
）　
李
公
凱
『
直
音
傍
訓
毛
詩
句
解
』（
李
山
主
編
『
元
代
古
籍
集
成
』
所
収　
北
京
師
範
大
学
出
版
社　
二
〇
一
二
）。
（
27
）　
胡
廣
等
奉
勅
撰
『
詩
傳
大
全
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
狩
野
文
庫
本
）。
（
28
）　
顧
夢
麟
『
詩
經
說
約
』（『
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
珍
本
古
籍
叢
刊
』
日
本
寛
文
九
年
刊
本
影
印
本　
一
九
九
六
）。
（
29
）　
明
代
の
『
詩
』
学
に
つ
い
て
は
、洪
湛
侯
『
詩
経
学
史
』
上
册
（
中
華
書
局　
二
〇
〇
二
）
四
二
二
頁
、
劉
立
志
『
詩
経
研
究
』（
中
華
書
局　
二
〇
一
一
）
一
三
九
頁
に
詳
し
い
。
（
30
）　
姚
舜
牧
『
重
訂
詩
經
疑
問
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
31
）　
張
次
仲
『
待
軒
詩
記
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
32
）　
李
先
芳
『
読
詩
私
記
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
33
）　
季
本
『
詩
說
解
頤
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
34
）　
朱
謀
㙔
『
詩
故
』（『
豫
章
叢
書
』
所
収　
江
西
教
育
出
版
社　
二
〇
〇
〇
）。
（
35
）　
徐
光
啓
撰
・
鄧
志
峰
點
校
『
毛
詩
六
帖
講
意
』（
上
海
古
籍
出
版
社　
二
〇
一
〇
）。
（
36
）　
郝
敬
『
毛
詩
原
解
』（『
叢
書
集
成
新
編
』
所
収　
湖
北
叢
書
本　
新
文
豐
出
版　
一
九
八
五
）。
（
37
）　
朱
鶴
齢
『
詩
經
通
義
』（
劉
暁
東
・
杜
澤
遜
編
『
清
經
解
三
編
』
所
収　
碧
琳
琅
館
叢
書
本　
斉
魯
書
社　
二
〇
一
一
）。
（
38
）　
銭
澄
之
撰
・
朱
一
清
校
點『
田
間
詩
學
』（
黃
山
書
社　
二
〇
〇
五
）。
（
39
）　
李
光
地
『
詩
所
』（『
榕
村
全
書
』
所
収　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
道
光
九
年
刊
本
）。
（
40
）　
姚
際
恒
撰
・
顧
頡
剛
標
點
『
詩
經
通
論
』（
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所　
一
九
九
四
）。
（
41
）　
方
玉
潤
撰
・
李
先
耕
點
校『
詩
經
原
始
』（
中
華
書
局　
一
九
八
六
）。
（
42
）　
陳
啓
源
『
毛
詩
稽
古
編
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
（
43
）　
馬
瑞
辰
撰
・
陳
金
生
點
校
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』（
中
華
書
局　
一
九
八
九
）。
（
44
）　
胡
承
珙
撰
・
郭
全
芝
校
點
・
賀
友
齡
審
訂
『
毛
詩
後
箋
』（
黃
山
書
社　
一
九
九
九
）。
（
45
）　
厳
虞
惇
『
讀
詩
質
疑
』（
四
庫
全
書
本　
商
務
印
書
館
）。
